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データの蓄積等科学的知見の充実に係る項目 

 

 

令和３年度中間取りまとめ第４章4.1において、有明海・八代海等の長期的な変化

を把握するため、以下の項目についてモニタリング調査等を実施・継続、必要な場合

には拡充することにより、基礎的なデータの蓄積を図っていくことが必要とされた。 

これらの項目に関する情報の収集・整理・分析に係る小委分担（案）は以下のとおり。 

なお、必要に応じて、両小委員会で分担・連携して情報を収集・整理・分析するこ

とを検討する。 

 

項目 小委分担 

○環境データ等の蓄積  

 

・流域を含む窒素、りん等の物質循環（底質からの溶出等含む）の挙動

の解明 
海域小委 

・河川流域からの土砂等の流入物質の輸送・堆積過程（海底床高さ等）

の解明 
海域小委 

・潮汐・潮流等の流況の変化が生態系等に及ぼす影響の解明 海域小委 

・水質・底質の現状と変化及び項目間の関係性や時間的・空間的観点か

らの解析・評価 
海域小委 

・貧酸素水塊の発生・消滅機構の把握 
水産小委 

海域小委 

・藻場・干潟における生態系の機能（炭素貯留機能を含む）の解明 
水産小委 

海域小委 

・海洋ごみの実態把握 海域小委 

・赤潮の発生と増殖に係る各種要因の解明 水産小委 

○ベントス群集（種組成、個体数、湿重量）の状況 海域小委 

○有用二枚貝、魚類等の資源量、漁獲量等（基礎生産との関係を含む） 水産小委 

○有用二枚貝の浮遊幼生や着底稚貝の分布状況 水産小委 

○魚類等の再生産や生息の場の分布状況 海域小委 

（上記のデータ等の蓄積の際の視点・留意点） 

○海域に生息する生物のみならず、流域を意識した生態系のつながりや渡り鳥をはじめとす

る他の地域と往来する生物にも着目した、自然環境や生態系のメカニズムの解明に係る視

点も踏まえることが必要。 

○気候変動に伴う気温や水温の上昇傾向による海域環境や生物・生態系への長期的な影響

や、マイクロプラスチックを含むプラスチックの海域への流出による懸念、近年多発化し

ている豪雨やそれに伴う大規模出水等によるインパクトの大きい海域環境への影響等が

生じていることを踏まえ、これらの長期的・短期的影響について調査・研究を推進するこ

とが重要。 
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